
２学期も よろしくお願いいたします
２学期が始まり，これまで静まりかえっていた校舎に，元気な子供たちの声があふれ，

校舎も活力を取り戻したかのように感じます。
また，大きな事故・けが・病気等もなく，一人一人元気に過ごせたことは何よりのこ

とと思います。これも保護者の皆様，地域の皆様の声掛けや御指導のおかげと感謝して
おります。「ありがとうございました。」
本来，２学期は気候もよく，学習にも運動にも充実を期する学期です。新型コロナウ

イルスが，５類へと変更になって数ヶ月が経過しましたが，まだまだ油断はできません。
今後も感染防止対策を徹底しながら，本校の教育目標「心豊かで活力のある自主的・自
律的な児童を育成する」，目指す児童像「進んで学習する子供(夢いっぱい)，明るく思い
やりのある子供(笑顔いっぱい)，健康でたくましい子供(元気いっぱい)，喜んで働く子
供(力いっぱい)」の達成に向け，教職員一同，尽力してまいります。
第２学期も保護者の皆様，地域の皆様の御支援・御協力をお願いいたします。

28日(月)に始業式を行いました。リモートでしたが，子供たちはしっかりと校長先生の話を聞い
ていました。また，児童代表として，３年生の さんとと５年生の さんが堂々と「２
学期の目標」を発表していました。

◇ 熱中症・感染症対策を
日本の季節を72等分した七十二候では，８月28日から９月１日の５日間は「天地始粛(てんちはじ

めてさむし)」となり，ようやく暑さが収まってくるはずなのですが，今年はまだまだ熱中症が心配
です。同様に，新型コロナウイルスも５類へと移行にはなりましたが，罹患される方も多いようで
す。学校でも，こまめな水分補給や，うがい・手洗いについて声掛けを継続していきますが，御家
庭でも，お子さんの健康観察について，これまで同様，どうぞよろしくお願いいたします。

◇ 算数チャレンジ大会について
本校からは２チームが参加しました。夏休み中に行われた勉強会に参加し，当日もチームごとに

力を合わせて頑張りました。

○「１＋１→∞」チーム ○「レインボーバナナ」チーム

■心も体も元気な子供を育成するために 家族みんなで「早寝・早起き・朝ごはん」を実践しよう！
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【目指す児童像】

かしこく・やさしく・たくましい利府小の子

◎進んで学習する子供（夢いっぱい）

◎明るく思いやりのある子供（笑顔いっぱい）

◎健康でたくましい子供（元気いっぱい）

◎喜んで働く子供（力いっぱい）



日 曜 行事予定 日 曜 行事予定
１ 金 あいさつ運動 16 土

教育相談専門員来校13:20 17 日
委員会活動 18 月 敬老の日

２ 土 19 火 ALT５・６年
３ 日 ６年４校時限(給食あり)
４ 月 ６年下校13:25
５ 火 １年食の指導 20 水 ６年修学旅行
６ 水 ５年４校時限(給食あり) ５年利府高との交流

５年下校13:25 21 木 ６年修学旅行
ALT３，４年 22 金 ６年休業日

７ 木 ５年花山野外活動 ALT５年
８ 金 ５年花山野外活動 23 土 秋分の日

４年着衣水泳 24 日
９ 土 25 月 ALT５・６年
10 日 インターンシップ(～9/29まで)
11 月 ５年休業日 26 火 ４年自転車教室
12 火 たてわり活動(３校時) 27 水 SC来校日
13 水 SC来校日 ALT３・４年

ALT５・６年 28 木
14 木 １～４年校外学習 29 金 ３年食の指導

１～５年弁当の日 ５年貧血検査
６年のみ給食あり 委員会活動

15 金 あいさつ運動 30 土 PTA奉仕作業②
全校集会
なかよし学級校外学習
クラブ活動(３年クラブ見学)

夏休み中に， 先生， 先生， 先生， 先生， さん， さんを中心に，廊
下，トイレ，流し場，下駄箱，扇風機…の清掃，そして，特別棟の清掃，ワックス剥がし・塗布作業
を行いました。何かの機会に「そう言えば，夏休み中にいろんなところをきれいにしてくれたと聞
きました。ありがとうございました。」と言える児童が一人でも多くいるといいなあ，と思いました。
そして，当たり前のことに対して，素直に感謝の気持ちを表現できる子供たちを，家庭，地域，学
校が一体となって育てていきたいと思っています。

１学期の終業式の日(子供たちの下校とともにバケツをひっくり返したような雨が降った日)，１年
生の保護者の方から１本のお電話をいただきました。内容は「５年生の複数の子が，自分はずぶ濡
れになりながらも，うちの子に傘をさして濡れないように守ってくれたんです。」というものでした。
これを聞き，利府小には優しい子がたくさんいることと，子供たちのいいところを積極的に認めてく
れる保護者の方がいることを自慢に感じました。


